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楽
し
く
見
学
で
き
ま
し
た
。

学
出
前
講
座
を
米
川
・
鱒
渕
・

綱
木
・
上
沢
の
４
カ
所
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
「

っ
て
、
布
や
紙
に
染
め
る
も
の

 
 
月
　
日

(

月

)

か
ら
　
日

(

火

)

に
か
け
て
米
川
長
生
大

明
を
聞
き
な
が
ら
も
、
恐
る
恐

な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
カ
ー
フ

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
皆
さ
ん
、

る
慎
重
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

駆
け
引
き
に
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
、
深
刻
な
話
題
な
が
ら
も

口
を
寸
劇
で
披
露
。
変
装
し
た

東
北
財
務
局
よ
り
講
師
を
招
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
騙
さ
れ
や

丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人
」
「
真

面
目
な
人
」
「
家
族
思
い
の
人

」
「
親
切
な
人
」
は
気
を
つ
け

て
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

講
義
の
後
は
還
付
金
詐
欺
の
手

す
い
人
と
し
て
「
自
分
で
は
大

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ

う
ま
い
話
に
ご
用
心
！
」
と
題

し
て
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
金

融
犯
罪
被
害
防
止
に
つ
い
て
、

米 川 新 聞 １

が
完
成
し
ま
し
た
。

で
す
。
そ
の
際
火
も
水
も
使
わ
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長生大学　出前講座

思
い
思
い
に
花
や
葉
を
モ
チ
ー

が
、
コ
ツ
を
覚
え
る
と
格
段
に

フ
に
し
て
、
こ
の
世
に
二
つ
と
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ど
自
然
の
素
材
を
ハ
ピ
ネ
ス
カ

ラ
ー
マ
ッ
ト
と
い
う
染
料
を
使

ふ
れ
あ
い
出
前
講
座
 
山
の
幸
染
め

 
 
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け

て
上
沢
・
鱒
渕
・
米
川
・
綱
木

の
４
地
区
で
ふ
れ
あ
い
出
前
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
先
生
の
説

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犯
人
役
と
騙
さ
れ
役
の
絶
妙
な

出
前
講
座
は
「
山
の
幸
染
め
」

で
す
。
「
山
の
幸
染
め
」
と
い

う
の
は
花
や
葉
、
鳥
の
羽
根
な

ず
ア
イ
ロ
ン
の
み
で
、
簡
単
に

  

Hospitality and  Smile 

  

    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 

講師の「滝の沢工房」 

佐藤輝子さん 

   鱒渕地区の皆さん♪ 
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犯人役のサギヤマさん 

被害者役の 

鴨野葱子さん 
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米
川
　
小
野
寺
好
道

鯨
捌
く
鮎
川
港
の
長
刀

(

た
ち

)

光
る

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

た
演
技
を
披
露
し
、
日
頃
の

白
足
袋
を
履
い
て
出
番
を
待
ち
に
け
り

選
者
の
二
句

当
分
の
間
お
休
み
し
ま
す
。

の
一
助
と
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
役
職
員
一

と
が
で
き
ま
し
た
。

摺
り
足
の
白
足
袋
進
む
巫
女
の
舞

潮
吹
き
の
鯨
見
に
行
く
観
光
船

小
さ
目
の
熊
手
購

(

あ
が
な

)

ふ
手
締
め
か
な

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ク
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
交

　
　
月
　
日

(

土

)

な
か
だ

ア
リ
ー
ナ
で
第
　
回
登
米
市

の
コ
ン
ビ
の
と
り
こ
に
な
り

体
育
館
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま

米
川
　
小
野
寺
和
彦

校
で
親
子
教
育
講
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は

米
川
　
及
川
ヤ
ヱ

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

錦
織
　
及
川
守
男

冬
木
立
に
兎
糞

(

と
ふ
ん

)

の
残
る
け
も
の
道

米
川
　
岸
名
和
子

ピ
エ
ロ
の
大
道
芸
「
ク
ラ
ウ

ン
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
で
す
。

も
の
で
す
。
今
年
は
二
人
の

毎
年
米
川
小
学
校
P
T
A
・

米
川
公
民
館
・
米
川
つ
く
し

会
の
共
催
で
行
わ
れ
て
い
る

芸
能
祭
終
へ
て
安
堵
の
足
袋
洗
ふ

威
勢
良
く
響
く
手
締
め
の
酉
の
市

白
足
袋
の
片
足
履
き
の
土
俵
入
り

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

１２月の兼題　足袋、鯨、酉の市

清
酒
酌
む
血
の
滴
り
し
鯨
刺
し

冬
紅
葉
春
日
大
社
に
人
の
波

て
下
さ
い
と
激
励
さ
れ
ま
し

レ
ッ
シ
ュ
・
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
も
「
ト
リ
ム
・
雨
」
の

員
さ
ん
が
集
う
中
、
米
川
フ

た
。
登
米
市
内
約
　
名
の
会

な
く
長
い
の
で
、
長
く
続
け

音
楽
を
バ
ッ
ク
に
息
の
合
っ

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
及
川
裕
子

難
が
去
る
と
言
わ
れ
、
さ
ら

は
、
レ
ク
ダ
ン
ス
を
し
て
い

恒
例
の
布
施
市
長
の
挨
拶
で

　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご

 
 
 
 
 
 
明
け
ま
し
て

浦
田
紗
智
隊
員
が
産
休
の
た
め

る
人
の
健
康
寿
命
は
間
違
い

ユ
ネ
ス
コ
登
録
さ
れ
、
世
界

的
に
認
め
ら
れ
多
く
の
観
光

の
不
安
か
ら
距
離
を
持
て
る

様
に
な
っ
た
こ
と
は
、
日
常

ら
四
年
が
経
過
し
、
そ
れ
ぞ

　
今
年
は
米
川
地
域
振
興
会

が
米
川
公
民
館
の
指
定
管
理

の
実
施
を
行
い
ま
す
。
そ
の

の
受
託
第
二
期
目
と
な
り
、

益
々
米
川
地
区
の
皆
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
施
設
、
事
業

安
心
を
感
じ
つ
つ
、
災
害
等

頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

中
で
も
特
に
、
旧
鱒
渕
小
学

か
ぶ
り
」
が
宮
城
県
最
初
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
記
事
は
、

お
知
ら
せ

客
誘
致
が
出
来
、
地
域
活
性

活
動
に
安
心
と
ゆ
と
り
が
出

選
ば
れ
、
東
日
本
大
震
災
か

　
昨
年
の
漢
字
に
「
安
」
が

　
　
　
　
　
ざ
い
ま
す
。
謹

　
　
　
　
　
ん
で
新
春
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

登
米
市
レ
ク
ダ
ン
ス
・

　
　
　
　
サ
ー
ク
ル
交
流
会

れ
の
思
い
、
日
々
の
生
活
に

校
の
活
用
と
、
「
米
川
の
水

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ

に
飛
躍
で
き
る
年
に
な
る
事

新
年
の
ご
挨
拶

　
米
川
地
域
振
興
会

　
　
　
　
　
及
川
浩
会
長

　
今
年
の
干
支
「
サ
ル
」
は

来
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
た
。

同
気
持
ち
も
新
た
に
今
年
も

の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

米
川
小
学
校
親
子
教
育
講
演
会

新
宿
に
一
夜
に
宿
り
酉
の
市

　
月
　
日

(

土

)

米
川
小
学

二
人
の
息
の
合
っ
た
大
道
芸

に
元
気
一
杯
の
一
年
生
は
大

受
け
で
す
。
た
ち
ま
ち
二
人

に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

11 

28 

11 

28 
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米川フレッシュ・サークル 

        の皆さん 
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米川の水かぶり特集

　極寒の中、来年の「米川の水かぶり」本祭に向けて、12月19日（土）・20日（日）に毎年恒例
となりました巨大水かぶり人形の作成と設置が行われました。
　19日、午後6時30分から五日町会館にて人形の作成を行いました。国指定重要無形民俗文化財と
もあって多くの手伝いの方が集いました。まず人形の骨組みを搬入した後、顔や体に藁を挟み顔は黒
タオルで、肌は白タオルで巻き立体感を出します。同時進行で胴体部分となる「しめなわ」と「あた
ま」・「わっか」と呼ばれる部分を作成します。ここでポイントです。「しめなわ」等は藁の巻きを
強く絞らないとすぐ藁が抜けてしまうそうです。随時様子を伺っていましたが、ベテランの方々の腕
前はさすがでした。私も何度か挑戦しましたが全く駄目でした。こうして一日目は終了です。
　20日、午前9時から国道346号線沿いの街の入り口付近に人形の設置を行いました。寒冷の中で
もなんのその。みなさん毎年やられているだけにあっという間に杭を打ったり梯子に登って人形に藁
を巻きつけたりと１時間半足らずで２体の設置が完了しました！皆さん大変お疲れ様でした。
　なお「米川の水かぶり」本祭は、平成28年2月6日（土）です。毎年よりもさらにイベントが盛り
だくさんとなっていますので、ぜひ皆さん見学に行きましょう！　　　　　集落支援員　及川　浩友

米川の水かぶり巨大藁人形現る！

 

 

 

 
 
 

 １２月５日(土)米川公民館で水かぶり人形作り教室を開 

催しました。素材は繭玉なのでとても小さくかわいらい人 

形です。講師は米谷の愛遊夢工房の酒井和男さんを招き 

ました。この教室は２月の水かぶりを控えて、観光の目玉 

となるような作品を量産できるかどうかをテストする意味 

合いも兼ねて開催されたものです。初めは人が集まるか 

どうか心配でしたが、２１名も参加者がいて賑やかに作業 

が始まりました。まず黄色に色づけされた繭玉に目玉を 

付け、わらを着せる作業から取り掛かります。細かい作業 

なので皆、老眼鏡が離せません。わらを着せたら次は頭 

                                   にもわらの帽子を被せます。だんだん水かぶりの装 

                                  束に近づいてきました。ここで手足を取り付けます。 

                                  この作業が水かぶり人形作りの中で一番難しいとこ 

                                  ろです。足が反対を向いていないか、反対を向いて 

                                  いれば最初からやり直しです。皆さん慎重に時間を 

                                  かけて取り付けます。最後はストラップを取り付けて 

                                  水かぶり人形の完成です。今回の教室には若生園 

                                  から３名の園生も参加されましたが、その手先の器 

                                  用さには驚かされました。皆さん思い思いの手づくり 

                                  水かぶり人形を手にして達成感に溢れていました。 

                                  皆さん大変ご苦労様でした。                                                                                                                                      

水かぶり人形づくり教室開催♫ 

少々ロンパリですがちゃんと手足もついています 

酒井先生 
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　 23 土
1 金 元日 24 日
2 土 25 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
3 日 26 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
4 月 27 水 泉趣会
5 火 28 木
6 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 29 金 JP労組
7 木 米川地域振興会役員会 30 土
8 金 つるし飾り愛好会 31 日
9 土
10 日 1 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
11 月 成人の日、ｼﾆｱ体力づくり愛好会 2 火
12 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会、長生大学運営委員会 3 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
13 水 泉趣会 4 木
14 木 5 金
15 金 絵手紙愛好会 6 土 米川の水かぶり
16 土 東和ﾌｫﾄｻｰｸﾙ 7 日
17 日 米川新春懇談会 8 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
18 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、体協役員会並びに体育部会 9 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
19 火 聖マリア保育園、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 10 水 泉趣会、東和町歴史遺産調査ﾈｯﾄﾜｰｸ
20 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 11 木 建国記念の日
21 木 柳絮会 12 金 つるし飾り愛好会
22 金 ﾛｰｿﾝ、葡萄屋、男の料理教室  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載
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１０区
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８区
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113

４区
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１区

1月の予定

              平成２７年11月末現在

2月の予定

よねかわ情報コーナー（催し物）

109 104 [　 1]

米川の世帯数と人口

165
行政区 男

５区

女
163

日時　　１月１７日 （日） １０時～

場所　　米川公民館
会費は1,000円です。皆様の
おこしをお待ちしております

 はだか参り

1月14日 (木)

世帯数 [前月比]

[△3]
149 [   1]150

154

        編集後記 
 明けましておめでとうございます。皆様健

やかにお暮しのこととお慶び申し上げます。

冬至も過ぎこれから少しずつ日が長くなりま

すが、冬将軍の到来はこれからが本番です。

防寒対策を万全にして風邪などをひかないよ

う注意して下さい。また道路も凍結しますの

で交通事故にも十分気をつけましょう。 

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 


